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　９月３日、行田グリーンアリーナを会場に行田市フロアカーリング
連盟主催で第4回行田市フロアカーリング大会が開催されました。
　フロアカーリングは、60歳代から70歳代を中心に幅広い年齢
で親しまれ、参加した９つのチームは日頃各地域公民館や小学校の
体育館で練習を重ねています。大会ではさらに22チームに分か
れ、優勝を目指して腕を競い合いました。参加者は一球一球慎重
にストーンを送球していき、高得点が決まるとチームみんなで喜び
を分かち合っていました。

　９月15日に、水道庁舎周辺の市道で行田市水道事業防災訓練
が行われました。
　この訓練は毎年内容を変えて実施しているもので、今年は応
急給水装置を活用した給水訓練に取り組みました。市職員、行
田市水道工事業協同組合員、近隣市職員などが参加し、緊急時
にも安定した水の供給ができるよう県行田浄水場職員の指導の
下、実際に装置を操作しながら作業手順を確認しました。

そ の一投で勝利を目指せ

緊 急時にも安定した給水を

　9月3日、神明社、諏訪神社で馬見塚の獅子舞が奉納され
ました。
　馬見塚の獅子舞は、江戸時代の馬見塚村の村社であった
神明社で約250年以上前から行われており、市の無形民俗
文化財にも指定されています。この日の演目は、「おかざき」
「花がかり」、動きが早い舞の「ブンナグリ」など6演目。法
眼、雄獅子、雌獅子からなる3匹の獅子たちは笛と太鼓の音
に乗せ、息の合った舞を披露していました。
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　９月４日、ＶＩＶＡぎょうだ学習室で「ぎょうだ男女共同参画フォーラ
ム２０１６」が開催されました。
　今年はＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン理事の川島高之さんが
「ワーク・ライフ・ソーシャルバランスのすすめ」について講演を行い
ました。川島さんは、子育てやＰＴＡ活動に参加することのメリット、
男女問わず育児に参加しやすい環境づくりのこつなどを自身の体
験を交えて語りました。来場者はこれからの時代に求められる新
たな働き方について、改めて考える機会となったようです。

仕 事も育児も楽しむ　新たな働き方を提案
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　９月17日、秋の全国交通安全運動出発式が行われま
した。
　今回は自転車の安全利用の推進を重点目標に掲げ、
約30台の自転車が白バイに先導され、行田警察署から
約２．５キロメートル離れたカインズホームまでパレードを
行いました。その後、カインズホーム駐車場では、進修
館高等学校吹奏楽部による演奏や、啓発品の配布が行
われ、来場者に交通事故の防止を呼び掛けていました。

　９月１日、桜ヶ丘公民館で、はつらつ教室が行われました。
今年度は６月から来年１月まで市内各公民館で開催され、さま
ざまな介護予防のメニューが用意されています。
　この日は「転ばナイスな筋力アップ！」と題し、転倒を予防す
るためのバランス感覚の養成をテーマに実践。参加者は、
椅子や筒を使って体を動かし、無理をせず気軽にできる筋力
アップの方法を学んでいました。

大 小さまざまなシャボン玉におおはしゃぎ
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太田東小学校 放課後子ども教室

秋の全国交通安全運動出発式

　８月26日、図書館おはなしのへやで、「おじいちゃん おばあちゃ
んの玉てばこ」が開催されました。
　これは、高齢者が講師となり、夏休み中の子供たちに民話や昔
話を聞いてもらったり、昔の遊びを体験してもらったりしようと５
回にわたり実施されたもの。最終日となったこの日は、〝おじい
ちゃん先生〟の矢野勝一さんによる昔話の絵本や紙芝居の読み
聞かせが行われ、子供たちは物語に引き込まれるように真剣に
聞き入っていました。

読 み聞かせで昔話に親しむ
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桜ヶ丘公民館 はつらつ教室

　地域のボランティアスタッフに見守られながら、学年やクラスを超えた友達
と運動をしたり、昔の遊びを体験したりと放課後にさまざまな活動を行っている
「放課後子ども教室」（わくわくクラブ）。これまで北小、西小、北河原小の3校
で実施していましたが、今年度から太田東小が新たに仲間に加わり、活動場所
である地域文化センターでは、子供たちの楽しそうな声が響き渡っていました。
　9回目となる9月8日の活動は、シャボン玉づくり。スタッフの指導を受けた
太田東小の児童は、うちわの骨やストローを使ってのシャボン玉作りに夢中にな
り、友達と大きさを競い合うなどして楽しいひとときを過ごしているようでした。
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